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今年度はコロナ感染症予防のため、店員はマスクとフェイスシールドを着用し準備を整えてお迎えしました。来場
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袋井市たばこによる健康への影響から
市民を守る条例を制定

1
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※
1 

債
務
負
担
行
為
と
は

年
度
当
初
や
早
期
の
工
事
着
手
を
可
能
と
す
る
制
度
で
す
。
次
年

度
に
計
上
す
る
予
定
の
予
算
に
、
あ
ら
か
じ
め
現
年
度
中
の
補
正

予
算
に
お
い
て
、
債
務
負
担
行
為
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現

年
度
中
か
ら
入
札
・
契
約
な
ど
の
事
務
手
続
き
を
始
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

※
2 

ゼ
ロ
債
務
と
は

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
6
号
と
第
7
号
が
あ
り
、

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
た
め
に
、
3
億
1
5
0
0

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正

後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
4
6
6
億
3
0
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
6
号
〉（
主
な
も
の
）

●
人
件
費
補
正 

 …
…
…
…
…
1
億
1
1
8
8
万
円

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業 

 …
…
…
…
7
5
0
0
万
円

●
小
中
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業
（
教
員
用
端
末
購

入
な
ど
）　

 …
…
…
…
…
…
…
…
7
3
0
0
万
円

●
小
学
校
機
能
向
上
事
業
（
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
）

…
…
4
8
2
5
万
円

●
オ
フ
ィ
ス
環
境
改
善
事
業 
 …
…
3
6
0
0
万
円

●
公
債
費
（
令
和
元
年
度
地
方
債
借
入
額
・
利
率
確

定
に
伴
う
減
額
）　

 …
…
…
…
▲
9
4
1
9
万
円

〈
第
7
号
〉

●
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

…
…
4
6
0
0
万
円

　

ま
た
、
債※

１

務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送
等
業
務
委
託

　

期　

間　

令
和
2
年
度
〜
令
和
8
年
度

　

限
度
額　

20
億
3
0
0
0
万
円

●
浅
羽
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修

工
事
（
ゼ※

２

ロ
債
務
）

　

期　

間　

令
和
2
年
度
〜
令
和
3
年
度

　

限
度
額　

1
2
2
0
万
円

●
市
道
東
同
笠
油
山
線
改
築
工
事
（
ゼ
ロ
債
務
）

　

期　

間　

令
和
2
年
度
〜
令
和
3
年
度

　

限
度
額　

1
0
1
0
万
円

11月定例会

　

市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
24
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
2
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
第
2

次
袋
井
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
16
議
案
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
定
数
（
現
行
20
人
）
を
18
人
に
す
る
議
案
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
代
表
質
問
で
は
、
3
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案
を
行
い
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質

問
で
は
、
8
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

薬学講座で薬物の害やたばこの影響について学習する様子(袋井北小学校)薬学講座で薬物の害やたばこの影響について学習する様子(袋井北小学校)
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条
例
の
制
定

●
袋
井
市
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
か
ら
市
民

を
守
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

国
や
県
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
強

化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
加

え
、
喫
煙
者
の
減
少
に
努
め
る
な
ど
、
市
と
市
民

や
事
業
者
が
連
携
・
協
働
し
、
た
ば
こ
に
よ
る
健

康
へ
の
影
響
が
な
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
新

た
な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

・
罰
則
規
定

　
　
　

喫
煙
者
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
理
念

　

条
例
と
し
て
制
定
す
る
た
め
、
罰
則
規
定
は
設

　

け
ま
せ
ん
。

　

・
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取
り

　
　

組
み

　
　
　

小
中
高
校
や
大
学
で
の
喫
煙
防
止
教
育
や
禁

　

煙
治
療
の
周
知
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

・
公
共
施
設
で
の
喫
煙

　
　
　

敷
地
内
は
禁
煙
と
し
、
小
中
学
校
な
ど
教
育
施

　

設
に
隣
接
す
る
路
上
で
の
喫
煙
に
努
力
義
務
を
課

　

し
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

〈
市
長
提
出
議
案
〉

●
袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数 

3
・
60
月
↓
3
・
55
月
）

●
袋
井
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
料
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数 

4
・
50
月
↓
4
・
45
月
）

●
袋
井
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数 

4
・
50
月
↓
4
・
45
月
）

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
員
提
出
議
案
〉

●
袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
、
重
大
な

感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
観
点
か
ら
、
ま
た
大
規

模
な
災
害
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
委
員
会
の
招
集

場
所
へ
の
参
集
が
困
難
と
さ
れ
る
実
情
が
あ
る
場

合
に
、
映
像
及
び
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の

状
態
を
相
互
に
確
認
し
な
が
ら
通
話
で
き
る
方
法

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
活
用
し
た
委
員
会
を
開
催
で

き
る
も
の
と
す
る
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　
　

令
和
3
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候

補
者
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お

り
同
意
し
ま
し
た
。

　
　

任
期
は
、
令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

　

・
安
間
佐
江
子
（
西
ヶ
崎
）
再
任

　

・
深
見
は
る
美
（
旭　

町
）
新
任

そ
の
他

●
第
2
次
袋
井
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
　

平
成
27
年
3
月
に
策
定
し
た
基
本
構
想
も
と

に
、
袋
井
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
（
令
和

3
年
度
〜
令
和
7
年
度
）
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

次
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。
指
定
の
期
間
は
、
令
和
3
年
4
月
1
日

か
ら
3
年
間
で
す
。

◎
袋
井
市
営
駐
車
場
・
自
転
車
等
駐
車
場

　

ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

袋
井
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

袋
井
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
20
人
か
ら
18
人
と
す

る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。（
議
員

の
賛
否
は
11
頁
参
照
）

　

提
案
理
由　

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政

改
革
と
と
も
に
議
員
自
ら
が
身
を
切
る
覚
悟
が
求
め

ら
れ
る
。

・
令
和
元
年
度
の
静
岡
県
議
会
議
員
選
挙
へ
の
立
候
補

に
よ
り
、
議
員
数
は
19
人
と
減
っ
て
い
た
。
こ
の
2

年
間
に
議
会
運
営
上
で
問
題
は
な
か
っ
た
。

　

反
対
討
論　

・
袋
井
市
議
会
基
本
条
例
に
、
議
員
定
数
の
改
正
に
当

た
っ
て
は
市
政
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
予
測
な
ど

を
十
分
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
意
見
を
反

映
し
て
決
定
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回

は
審
議
が
不
十
分
で
、
時
間
を
か
け
た
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

・
委
員
会
で
し
っ
か
り
議
論
す
る
に
は
7
人
以
上
の
人

数
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。
3
常
任
委
員
会
体
制

の
袋
井
市
で
、
議
員
定
数
が
18
人
で
は
少
な
い
。

・
議
員
定
数
の
削
減
に
よ
り
、
志
の
あ
る
者
、
女
性
や

若
者
の
挑
戦
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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市
政
に
関
す
る 　
　
　

代
表
質
問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
代
表
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
現
在
ま
で
の
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の
申
込

状
況
と
、
保
育
所
等
利
用
待
機
児
童
解
消
の
見
通

し
は
。

答
令
和
3
年
度
の
幼
稚
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
部
へ
の
申
込
園
児
数
は
、
公
立
、
私
立
合

わ
せ
て
1
3
1
1
人
、
今
年
度
と
比
べ
て
1
0
8

人
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
保
育
所
等
へ
の
入
所

申
込
数
は
2
0
5
0
人
と
見
込
み
、
今
年
度
と
比

べ
て
2
0
0
人
程
度
増
加
す
る
と
推
計
し
て
い

る
。
来
年
度
に
向
け
た
保
育
所
等
の
定
員
増
へ
の

取
り
組
み
は
、
浅
羽
東
・
若
草
の
2
幼
稚
園
を
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
、
民
間
法
人
の
認
可
保
育
園

1
園
や
小
規
模
保
育
7
施
設
の
新
設
な
ど
に
よ
り

利
用
定
員
数
を
3
1
2
人
増
や
し
た
。
さ
ら
に
、

各
園
に
定
員
の
2
割
ま
で
の
弾
力
的
運
用
を
働
き

か
け
て
い
る
。
次
年
度
も
、
引
き
続
き
公
立
幼
稚

園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
や
天
竜
厚
生
会
を
は
じ
め

と
す
る
民
間
法
人
へ
の
保
育
施
設
の
新
設
な
ど
を

支
援
し
、
定
員
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り
、
待
機

児
童
解
消
に
努
め
て
い
く
。

問
先
進
県
の
取
り
組
み
で
学
力
向
上
と
と
も

に
、
不
登
校
や
い
じ
め

な
ど
問
題
行
動
が
減
少

す
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
の
調
査
結
果
が
出

て
い
る
。
少
人
数
学
級

の
効
果
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

答
子
ど
も
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
発
言
し

や
す
い
授
業
と
な
る
こ
と
や
、
教
員
が
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
個
に
応
じ
た
支
援
・
指
導
が
で
き
る
こ
と
な

ど
の
効
果
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
目
指
す
30
人
学
級
実
現
に
、課
題
は
あ
る
か
。

答
35
人
か
ら
30
人
学
級
と
し
た
場
合
、
学
級
数

が
増
え
、
約
半
数
の
学
校
が
既
存
の
施
設
で
は
教

室
が
不
足
す
る
こ
と
に
加
え
、
教
員
が
不
足
す
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

•
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

•
原
田
市
長
の
政
治
姿
勢

•
来
年
度
予
算
編
成

•
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
市
独
自
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成
制
度

の
実
施

•
地
域
経
済
活
性
化
対
策
と
し
て
の
農
業
者
支
援

•
み
つ
か
わ
夢
の
丘
公
園
の
施
設
整
備

問
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

答
令
和
3
年
度
は
、
第
2
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本

市
の
強
み
で
あ
る
市
民
力
や
、
質
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
よ
り
進
展
さ
せ
、

未
来
を
先
取
る
日
本
一
健
康
文
化
都
市
の
実
現
に

向
け
て
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

問
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
取
り
込
み
方

針
は
。

答
令
和
3
年
度
を
起
点
と
す
る
向
こ
う
3
年
間

の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
、
追
加
申
請
し
て
い
く
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
税
収
減
、
法
人
市
民
税
の

6
．
0
%
へ
の
引
き
下
げ
、
令
和
3
年
度
か
ら
の

固
定
資
産
税
評
価
替
の
影
響
な
ど
税
収
減
の
見
通

し
、
影
響
、
対
策
は
ど
う
か
。

答
市
税
収
入
は
、
令
和
2
年
度
当
初
予
算
額
約

1
5
0
億
円
に
対
し
、
令
和
3
年
度
は
1
3
0
億

円
台
後
半
程
度
、
す
な
わ
ち
率
に
し
て
10
%
内
外

へ
の
減
収
と
の
推
測
で
あ
り
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
現
在
、
具
体
化
し

て
い
る
土
橋
地
区
及
び

小
笠
山
工
業
団
地
に
続

く
、
袋
井
市
へ
の
優
良

企
業
の
誘
致
促
進
の
た

め
、
企
業
進
出
の
ニ
ー

ズ
調
査
、
土
地
利
用
可
能
性
調
査
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
今
後
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
研

究
開
発
型
の
企
業
や
I
T
系
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

な
ど
の
、
よ
り
多
彩
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
企

業
誘
致
も
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
環
境
や
研

究
開
発
が
し
や
す
い
地
理
的
条
件
に
も
着
目
し
て

い
き
た
い
。

問
引
き
こ
も
り
対
策
の
困
難
な
点
は
、
最
初
の

シ
グ
ナ
ル
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
あ
る
。
相
談

窓
口
の
明
確
化
と
関
連
部
署
の
連
携
強
化
に
進
捗

は
あ
っ
た
か
。

答
市
の
関
係
部
署
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で
の

相
談
実
人
員
は
、
令
和
元
年
度
が
26
人
、
令
和
2

年
度
が
10
月
末
現
在
で
18
人
と
少
な
い
。今
後
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
総
合
相

談
窓
口
を
専
用
窓
口
と
し
、
し
あ
わ
せ
推
進
課
が

引
き
こ
も
り
担
当
課
と
し
て
、
相
談
者
に
寄
り
添

い
、
伴
走
型
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

保
育
所
等
利
用
待
機
児
童
の
解
消

日
本
共
産
党

高た
か

橋は
し

美よ
し

博ひ
ろ 

議
員

小
中
学
校
の
少
人
数
学
級
実
現

令
和
3
年
度
予
算
編
成
と
地
方
創
生

緑
風
会

岡お
か

本も
と

幹み
き

男お 

議
員

袋
井
市
の
産
業
振
興

袋
井
市
の
財
政
運
営

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備

小笠山工業団地開発事業地

袋井南小学校の授業風景
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問
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
は
。

答
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
の

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
や
、
生
活
習
慣

病
予
防
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
き

め
細
や
か
な
保
健
指
導
、
L
P
W
A
や
5
G
な
ど

の
新
た
な
通
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
、
企
業
活
動
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
で
正
確
な
防

災
情
報
の
発
信
に
取
り
組
む
。

問
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
、
利
用
機
会
の
創
出
が
重
要
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ

会
議
用
ア
プ
リ
の
利
用
方
法
を
解
説
し
た
動
画
を

作
成
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
を
通
じ
て
利
用
を
促
し
て
い
る
。
今
後
は
高

齢
者
な
ど
も
気
軽
に
デ
ジ
タ
ル
を
体
感
で
き
、
学

べ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

問
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
は
。

答
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
進
め
て
お
り
、
特
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
の
普
及
率
は
、
県
内
で
1
位
と
進

ん
で
い
る
。
今
後
は
、

近
年
普
及
し
つ
つ
あ
る

蓄
電
シ
ス
テ
ム
及
び
家

庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
H
E
M
S
の
導

入
や
、
省
エ
ネ
家
電
の

推
進
を
実
施
し
、
ス
マ

ー
ト
ラ
イ
フ
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
早
期
解
消
と

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

答
昨
年
度
、
通
学
路
の
緊
急
点
検
を
実
施
し
、

1
2
8
箇
所
の
危
険
箇
所
が
指
摘
さ
れ
た
。
令
和

2
年
10
月
ま
で
に
市
、
県
、
警
察
合
わ
せ
て
71
箇

所
の
安
全
対
策
を
実
施
し
、
さ
ら
に
市
で
は
令
和

2
度
末
ま
で
に
24
箇
所
を
実
施
す
る
。
ま
た
、 

県

が
本
年
度
か
ら
、
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
自
治
会
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る

市
町
へ
の
助
成
制
度
を
開
始
し
た
。
県
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
踏
ま
え
、
支
援
制
度
の
導
入
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

•
令
和
3
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針　

•
待
機
児
童
の
解
消

•
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
長
寿
の
達
成
の
た
め
、
行
政
内
の
各

主
管
課
連
携
と
国
庫
補
助
金
の
活
用

•
農
業
振
興
と
耕
作
放
棄
地
の
解
消

•
観
光
振
興
に
向
け
て

代表質問・一般質問の日程と
内容を紹介します。

①一括質問一括答弁
　議員がまとめて3回まで質問を行い、市
長などもまとめて答弁を行います。
②一問一答
　議員の質問と市長などの答弁を一問ず
つ交互に行います。

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
取
り
組
み

自
民
公
明
ク
ラ
ブ

戸と

塚つ
か

哲て
つ

夫お 

議
員

通
学
路
の
安
全
対
策

質問内容

質問方式

　個々の議員が市政全般にわたり市長・
教育長に対して行う質問で、各定例会で
行います。質問時間は一人30分以内と
なっています。

一般質問とは
　翌年度の市政の運営に向けて会派の政
策提言・提案という趣旨で会派を代表す
る議員が行うものです。本市議会では
11月市議会定例会で、一般質問に先立
ち行います。質問時間は、会派の人数に
よって異なります。

1会派あたり20分 +（会派の人数×5分）
上限60分

●自民公明クラブ
　20分 +（10人×5分）= 60分（上限)

●緑風会
　20分 +（5人×5分）= 45分

●日本共産党
　20分 +（2人×5分）= 30分

代表質問とは

エネルギーマネジメント
(出典 : 第 2 期袋井市環境基本計画）
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市
政
に
対
す
る 　
　
　

一
般
質
問

問
充
当
で
き
る
事
業
が
平
成

21
年
度
よ
り
半
減
し
、
市
独
自

の
財
源
は
10
億
円
程
度
で
足
り

る
。
13
億
円
余
の
収
入
額
は
異

常
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。

答
都
市
計
画
税
を
課
す
こ
と

が
で
き
る
事
業
に
要
す
る
費
用

に
は
、
当
該
事
業
の
実
施
の
た

め
に
借
り
入
れ
た
借
入
金
の
償

還
費
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
公
債
費
へ
の
充
当
も

行
っ
て
い
る
。

問
課
税
区
域
に
つ
い
て
の
法

の
趣
旨
は
「
市
街
化
区
域
に
課

税
、
市
街
化
調
整
区
域
は
特
別

の
事
情
を
除
き
非
課
税
」
と

な
っ
て
い
る
。
市
街
化
区
域
と

は
到
底
言
え
な
い
周
辺
部
へ
の

課
税
は
再
考
す
べ
き
で
は
。

答
市
街
化
区
域
の
線
引
き
を

し
て
い
な
い
た
め
、
法
に
基
づ

き
、
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地

と
家
屋
と
し
条
例
で
定
め
、
課

税
し
て
い
る
。

問
給
付
削
減
と
負
担
増
が
進

め
ら
れ
た
20
年
だ
っ
た
。「
サ
ー

ビ
ス
」「
ヒ
ト
」「
カ
ネ
」
の
三

つ
の
側
面
で
危
機
的
な
状
況
に

直
面
し
て
い
る
と
思
う
が
解
決

す
る
か
。

答
健
全
な
事
業
者
が
育
ち
、

団
塊
の
世
代
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
頃
ま
で
は
健
全
な
運
営
が

で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
社
会

保
障
制
度
な
の
で
崩
壊
は
許
さ

れ
ず
、
個
人
負
担
か
、
税
負
担

か
に
な
る
と
思
う
。

問
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9

を
契
機
に
、
継
続
し
て
袋
井
市

と
し
て
市
民
が
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
や
る
べ
き
で
は
。

答
毎
年
9
月
28
日
を
中
心

に
、
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
会

場
に
、
市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

て
、
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
の
感
動
と

盛
り
上
が
り
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
情
報
発
信
に
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
群
馬
県
高
崎
市
は
、
5
年

前
か
ら
認
知
症
の
人
に
持
た
せ

る
G
P
S
を
家
族
ら
に
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
る
。
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答
現
時
点
で
は
、
端
末
機
器
の

貸
し
出
し
な
ど
は
、
考
え
て
い
な

い
が
、
I
C
T
を
活
用
し
た
見
守

り
体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
体
罰
が
許
さ
れ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
が
法
定
化
さ
れ
、

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。「
虐
待
か
も
」と
思
っ

た
ら
、
児
童
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ

ル
1
8
9
（
い
ち
は
や
く
）
に

電
話
す
る
よ
う
周
知
を
す
べ
き

で
は
。

答
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、

市
民
が
す
ぐ
に
ダ
イ
ヤ
ル
1
8
9

に
連
絡
す
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

問
8
0
5
0
問
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
8
0
5
0
問
題
は
、
介
護

や
生
活
困
窮
な
ど
、
家
庭
に
関

わ
る
生
活
課
題
が
同
時
に
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
断
わ
ら
な
い
相

談
体
制
と
と
も
に
、
親
と
子
の

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
複
数
の

分
野
の
関
係
者
が
連
携
し
て
生

活
状
況
を
把
握
し
、
本
人
た
ち

の
希
望
や
思
い
に
寄
り
添
い
、

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。  

問
相
談
を
担
当
す
る
人
材
の

育
成
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

8
0
5
0
問
題
な
ど
を
題

材
と
す
る
研
修
を
行
う
と
と
も

に
、
国
や
県
の
研
修
に
積
極
的

に
参
加
し
、
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
専
門
知
識

の
習
得
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

専
門
機
関
の
修
学
な
ど
を
希
望

す
る
場
合
は
、
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。  

問
廃
家
電
の
全
量
処
分
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
廃
家
電
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も

地
域
の
方
に
不
安
な
感
じ
を
抱

か
せ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事

実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
家
電

の
処
分
に
つ
い
て
、
行
政
と
し

て
の
責
任
と
誠
意
を
持
っ
て
こ

の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

都
市
計
画
税
課
税
方
針

の
見
直
し
を

ど
う
な
る

介
護
保
険
制
度

引
き
こ
も
り
な
ど
の

問
題
に
係
る
取
り
組
み
は

国
本
廃
家
電
の
処
分
に

向
け
た
取
り
組
み
は

山や
ま

田だ 

貴た
か

子こ 

議
員

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化

児
童
虐
待
認
知

認
知
症
行
方
不
明
者
を

減
ら
す
対
策
は

村む
ら

井い 

勝か
つ

彦ひ
こ 

議
員

浅あ
さ

田だ 

二じ

郎ろ
う 

議
員

TM

都市計画道路 諸井山の手線改築工事

総合健康センターの総合相談窓口

令和 2 年度「児童虐待防止推進月間」ポスター
(出典:厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_14384）
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問
茶
生
産
組
合
の
設
立
が
必

要
で
は
。

答
市
内
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

飲
料
の
原
料
茶
を
生
産
す
る
大

規
模
生
産
者
や
、
小
規
模
な
が

ら
特
徴
あ
る
リ
ー
フ
茶
の
生
産

を
手
が
け
る
生
産
者
な
ど
住
み

分
け
が
進
ん
で
い
る
。
品
質
を

守
り
つ
つ
、
安
定
的
な
生
産
体

制
を
構
築
す
る
上
で
、
生
産
組

合
の
設
立
は
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
。
茶
業
関
係
者
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
生
産
者

へ
の
経
営
相
談
な
ど
で
ご
理
解

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

答
袋
井
茶
振
興
協
議
会
で

は
、
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
製
作
を
進
め
て
い
る
。
茶
産

地
ふ
く
ろ
い
を
消
費
者
や
茶
商

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

産
地
単
位
だ
け
で
は
な
く
、
茶

生
産
者
の
個
々
の
情
報
を
入
れ

る
な
ど
魅
力
発
信
の
強
化
に
も

努
め
て
い
く
。

問
高
付
加
価
値
農
産
物
の
生

産
に
向
け
、
茶
園
の
基
盤
整
備

が
必
要
で
は
。

答
地
元
生
産
者
を
は
じ
め
、

国
や
県
、
茶
業
関
係
者
と
連
携

し
、
茶
園
の
畝
方
向
の
統
一
や

大
区
画
化
、
農
道
の
拡
幅
な
ど

機
械
化
に
適
し
た
茶
園
整
備
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

作
業
道
路
や
機
械
の
反
転
地
の

整
備
費
用
に
対
し
補
助
を
行
う

な
ど
、
良
質
な
茶
園
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。

問
地
権
者
同
意
が
大
前
提
と

な
る
。
同
意
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
農
業
振
興
地
域

の
農
用
地
区
域
の
除
外
は
不
可

能
で
あ
り
、
事
業
が
成
立
し
な

い
が
、
こ
の
事
実
を
当
局
は
認

め
る
か
。

答
こ
の
計
画
を
進
め
る
う
え

で
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な

ど
の
手
続
き
や
、
県
企
業
局
が

事
業
を
実
施
す
る
条
件
と
し

て
、
全
て
の
地
権
者
か
ら
の
同

意
を
取
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

問
9
月
市
議
会
定
例
会
の
建

設
経
済
委
員
会
で
「
地
権
者
や

地
域
の
同
意
が
大
前
提
で
あ
る

が
、
法
律
の
活
用
を
含
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
の
検
討
も
視
野

に
入
れ
て
進
め
て
い
き
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
法
律
の

活
用
の
中
に
土
地
の
強
制
収
容

が
含
ま
れ
る
の
か
。

答
県
企
業
局
施
行
に
よ
る
工

業
用
地
開
発
事
業
は
、
土
地
収

用
法
が
適
用
で
き
な
い
。

問
磐
田
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
は
、
各
区
域
内
の
指

定
施
設
ま
で
利
用
で
き
る
点
は

袋
井
市
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
自
宅

ま
で
の
送
迎
と
地
域
外
の
指
定

施
設
へ
も
料
金
の
上
積
み
で
い

け
る
点
が
異
な
る
。
市
は
見
直

し
を
考
え
て
い
る
か
。

答
来
年
度
か
ら
の
一
部
見
直

し
に
よ
る
利
用
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
運
行

形
態
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
火
災
被
害
者
へ
の
支
援
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
居
住
家
屋
の
火
災
の
場
合

は
、
今
後
の
生
活
に
関
す
る
相

談
を
、
し
あ
わ
せ
推
進
課
で
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
な
い
災
害
に

つ
い
て
は
、
条
例
及
び
要
綱
に

基
づ
き
見
舞
金
を
交
付
し
、
損

失
の
程
度
に
応
じ
て
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
を
減
免
す
る
。
一
般
住
宅

の
場
合
は
、
廃
棄
物
の
処
理
手

数
料
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

問
消
防
団
活
動
に
市
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
今
後
も
消
防
団
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
消

防
団
員
の
勤
務
先
事
業
所
な
ど

関
係
者
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
投
票
時
に

お
け
る
対
策
は
。

答
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

や
飛
沫
感
染
防
止
シ
ー
ト
な
ど

を
設
置
し
、
事
務
従
事
者
及
び

立
会
人
の
マ
ス
ク
着
用
や
記
載

台
の
定
期
的
な
消
毒
、
施
設
の

換
気
を
予
定
し
て
い
る
。
筆
記

用
具
の
持
ち
込
み
も
可
能
と

し
、
投
票
が
混
み
合
う
時
間
を

広
報
し
、
混
雑
を
避
け
る
呼
び

掛
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

土
橋
工
業
用
地

開
発
計
画
の
確
認 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
見
直
し

多
様
化
す
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

鈴す
ず

木き 

弘ひ
ろ

睦ち
か 

議
員

火
災
へ
の
対
応

竹た
け

野の 

昇の
ぼ
る 

議
員

髙た
か

木ぎ 

清き
よ

隆た
か 

議
員

投
票
し
や
す
い
環
境
整
備 防火の周知活動を行なっている

袋井市消防団袋井方面隊第10 分団

ふくろい茶生産の様子

デマンドタクシーパンフレット
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問
新
幹
線
南
側
か
ら
高
南
地

区
ま
で
の
土
地
利
用
計
画
を
定

め
る
べ
き
で
は
。

答
都
市
拠
点
と
し
て
重
要
な

エ
リ
ア
で
あ
る
。
秋
田
川
流
域

の
治
水
対
策
の
進
捗
と
の
整
合

も
図
り
つ
つ
、
土
地
所
有
者
、

高
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
高
南
治
水
対
策
特
別
委
員

会
な
ど
地
域
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
、
土
地
利
用
計
画
を
具
体

化
し
て
い
く
。

問
長
期
間
未
整
備
と
な
っ
て

い
る
、
都
市
計
画
道
路
柳
原
神

長
線
の
今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
高
南
地
区
と
神
長
地
区
を

結
ぶ
生
活
道
路
と
し
て
存
続
さ

せ
、 

今
後
、
新
幹
線
南
側
の
土

地
利
用
計
画
を
具
体
化
す
る
中

で
、
こ
の
計
画
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
道
路
機
能
な
ど
に
つ

い
て
も
検
証
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
方
針
を
定
め
て
い
く
。

問
自
主
運
行
バ
ス
の
バ
ス
停

数
を
増
や
す
な
ど
、
利
便
性
向

上
の
取
り
組
み
は
。

答
バ
ス
停
の
増
設
は
、
運
行

事
業
者
と
の
協
議
が
必
要
に
な

る
。
市
周
辺
部
で
の
地
域
協
働

運
行
バ
ス
の
導
入
地
域
の
拡
大

な
ど
、
市
民
に
公
共
交
通
を
移

動
手
段
の
一
つ
と
し
て
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

利
活
用
案
が
、
文
化
や
子
育
て

支
援
施
設
の
色
合
い
が
強
い
こ

と
か
ら
、
担
当
課
が
生
涯
学
習

課
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検

討
状
況
は
。

答
子
育
て
支
援
施
設
の
利
用

者
の
方
々
や
南
部
自
治
会
連
合

会
長
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
は
、
支
所
周
辺

施
設
と
の
連
携
も
含
め
、
有
識

者
や
市
民
団
体
か
ら
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
利
用
者
に
と
っ
て

魅
力
的
な
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
行
く
。

問
予
定
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
、
関
係
団
体

や
市
民
の
方
々
と
の
意
見
交
換

が
、
夏
以
降
に
な
っ
た
た
め
遅

れ
た
。
令
和
3
年
6
月
頃
を
目

途
に
、
機
能
や
施
設
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
示
し
、
令
和
4
年
中
の

利
用
開
始
を
目
指
し
た
い
。

問
企
業
の
国
内
回
帰
へ
の
動

き
へ
の
受
け
皿
を
確
保
す
る
た

め
、
土
地
利
用
を
見
直
す
べ
き

で
は
。

答
大
規
模
な
農
地
転
用
は
、

将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
は
、
農
地
法
な
ど

個
別
法
の
許
可
要
件
の
運
用
方

針
や
国
の
規
制
改
革
な
ど
の
動

向
も
注
視
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
取
り

組
ん
で
行
く
。

議
員
研
修
会
を
12
月
9
日
に
実
施
し
た
。

【
講
師
】
宮
地
正
彦
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長

【
演
題
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
に
お
け
る
状

　
　

 

況
と
対
応

●
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
当
初
か
ら
受

け
入
れ
て
き
た
が
、
11
月
か
ら
は
重
症
患
者
が
増

加
し
て
お
り
、
危
機
感
が
増
し
て
い
る
。
重
症
患

者
の
ケ
ア
に
は
3
倍
の
看
護
師
な
ど
が
必
要
と
な

り
、
急
性
期
医
療
に
手
が
回
ら
な
く
な
る
。
浜
松

市
で
は
病
院
が
連
携
し
て
救
急
当
番
制
が
で
き
て

お
り
、
浜
松
市
と
連
携
す
れ
ば
も
っ
と
う
ま
く
医

療
体
制
が
取
れ
る
と
感
じ
る
。

●
病
院
経
営
に
つ
い
て

　
　

2
年
前
に
黒
字
化
し
た
が
、
令
和
元
年
度
は

4
億
円
の
赤
字
、
今
年
度
も
医
業
収
益
が
悪
化
し

て
お
り
、
掛
川
・
袋
井
両
市
か
ら
の
補
填
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
つ
い
て

　
　

感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー
の
早
期
発
見
と
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な

る
。
感
染
者
や
感
染
の
発
生
し
た
施
設
へ
の
風
評

被
害
や
差
別
は
や
め
て
支
え
あ
う
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
個
人
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
外
出
先
で

の
3
密
予
防
や
少
人
数
で
の
食
事
、
G
o
T
o 

イ
ー
ト
の
自
制
な
ど
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
強
調

さ
れ
た
。

中
東
遠
の
医
療
体
制

駅
南
地
区
新
幹
線
南
側

ま
ち
づ
く
り

自
主
運
行
バ
ス
の

運
行
見
直
し

木き

下し
た 

　

正た
だ
し 

議
員

浅
羽
支
所
の利

活
用
方
策
は

企
業
の
国
内
回
帰
へ
の

対
応
は

佐さ

野の

武た
け

次じ 

議
員

JR袋井駅南の高南地区

浅羽支所
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令和2年度袋井市一般会計補正予算
（第6号）～財産管理費～

　災害時非常用電源として電気自動車を3台
購入し、避難所以外の分散避難場所で利用す

るとのことだが、どこでの利用を想定しているか。
また、3台で1,500万円とは高額ではないか。

　分散避難場所は各地区の公会堂などで、有事の
際に、市内の北部、中部、南部に同時に派遣する

ことを想定した。車両本体価格は1台400万円程度だが、
そのままでは電化製品が使用できないため、出力を4,500
ワット時まで増幅する付属品を導入する。この機器は、1
台約70万円で、予算にはこの経費も計上している。

Q

A

袋井市営駐車場・自転車等駐車場の指
定管理者の指定について

　これまでの指定管理者の選定結果は、応
募者名がA、B、C社といった表記だった。今

回はなぜ、企業名と得点を公表するのか。
　これまでの指定管理者の募集では、1社か
らの応募が多く、複数の応募あったときは

A、B、C社といった表記で結果を公表していた。
県や近隣市の指定管理者選定の公表状況を調べた結
果、審査の透明性を図るため公表していることが明
らかになったため、公表することとした。今後も企
業名と得点を公表していく。

令和2年度袋井市一般会計補正予算
（第6号）～予防費～

　PCR検査助成事業は、全国一律の事業な
のか、それとも希望する市町で実施するの

か。また、周辺市町の状況はどうか。
　全国一律の事業ではなく、希望する市町が
実施する。県内では10市町が国の補助制度

を活用して実施し、65歳以上の高齢者または64歳
以下で基礎疾患を有する者を対象者とするのは本市
を含めて7市町、介護施設入所者など、対象者を限
定とするのは残り3市となっている。

袋井市たばこによる健康への被害から
市民を守る条例の制定について

　駅は玄関口なので、常にきれいにしておく
ことが必要と考えるが、袋井駅前喫煙所の継

続についてはどうか。
　喫煙所については、所管の建設課とも協議して
きた。基本的には撤去する方向で進めていきたい

ことに変わりはない。ただ、市民の理解が必要であり、ご
みが増える、といった声もある。さまざまなところからの
協力や市民の理解の上で、市の目指す方向性を分かっても
らえるように、施行日まで継続して取り組んでいきたい。

令和2年度袋井市一般会計補正予算
（第6号）～債務負担行為補正～

　秋田川改修工事について、工事の施工によ
りどれくらいの効果があるのか。
　柳原排水機場への導水路の河床を下げるこ
とや高尾第一都市下水路との合流点付近の河

川を拡幅することにより、流れが良くなるととも
に、排水機場のポンプを早く稼働をするといった効
果が期待できる。

令和2年度袋井市一般会計補正予算
（第6号）～治水対策費～～

　ゼロ債務負担行為の設定により、工事発注
の平準化がどれくらい図られるのか。
　建設課の所管においては、昨年度は3件、
本年度は5件であり、すべて市単独の工事であ

る。近年の市全体における年間の工事発注件数は130件
程度であり、平準化率への影響としては数パーセント
となるが、施工内容や工期が異なることから、効果を
数値で表すことは難しい。来年度も引き続き、財政課
と調整し、工事の早期発注に向け、進めていきたい。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

　令和２年度一般・特別・企業会計の補正予算をはじめ、条例の制定・一部改正などの議案を、各常任委員会
で審査しました。ここでは、その一部を紹介します。

常任委員会レポート

建設経済委員会

民生文教委員会

総 務 委 員 会
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ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

◇10月 8日（第13回） ◇10月22日（第14回）
◇11月 4日（第15回） ◇11月13日（第16回）
◇11月20日（第17回）
　令和2年8月に実施した袋井市議会に関するア
ンケート調査について、市議会議員の選挙、市議
会議員の活動、市議会議員の定数の3項目に分
け、それぞれ分析と考察を行い、具体的な対応策
について検討を行った。

<主な対応策>
1 市議会議員の選挙
1 インターネットを活用した広報活動
（例:FacebookやLINEによる議会活動の発信）
2 投票率向上に向けた投票環境の整備
（例:主権者教育、投票所の増設、ネット投票）
2 市議会議員の活動
1 議会広報紙のリニューアル
（例:市民の興味を引く充実した内容に）
2 若年層や女性を対象とした議会活動
（例:議会報告会の拡充、学校への出前講座）
3 市議会議員の定数
　アンケート調査で出された市民の意見をはじ

め、市民団体の意見・要望などを参考にし、必要
とする議員定数の背景・経緯などを検証するとと
もに、場合によっては、有識者や第三者機関から
の提言なども求めて、議会として協議していく。

◇12月11日（第18回）
<協議事項>
1 議員定数の在り方について
　アンケート調査の結果などを踏まえ、委員間討
議を実施した。

◇10月 6日（第11回）
<委員間討議>
　前回の委員会での委員からの意見や指摘を基
に、正副委員長が精査・修正した意見書の最終案
について、委員間における討議をした。

◇11月10日（第12回）
<報告事項>
1 ごみステーション設置に向けた自治会への聞き
取り結果について
　令和2年9月から10月にかけて、現在の回収場
所の敷地が狭いなど、新たにステーション設置用
地を確保する必要があると思われる60自治会へ
調査を行った。その結果、用地確保が困難な自治
会が多いことから、令和3年度から令和5年度に
ついてはステーション回収の導入は見合わせ、現
在の集団回収の仕組みを継続することになった。
　今後、令和4年4月から実施予定のごみ袋有料

化に合わせ、資源ごみなどのごみ出しの利便性向
上や市民の負担軽減が見込まれる新たなごみの
出し方を含め、検討を行っていく報告を受けた。
2 市民説明会で使用するごみ減量啓発動画の作成
について
　コロナ禍で延期している市民説明会で使用す
るごみ減量啓発動画を視聴した。

★10月21日に「ごみ減量化に関する意見書」を
議長、市長に提出した。
　ごみ処理業務全体を見直す上で、ごみ減量施策
として取り組むべき事項及び増加している資源ご
みの集団回収の負担の軽減について、現時点で
考えられる課題の整理を行い、意見書を提出し
た。

【意見書の主な内容】
①収集ごみ、直接搬入ごみ、事業系ごみ、下水・し尿
汚泥などの可燃ごみを削減する。また、生ごみ処
理機の購入補助制度を導入し、収集ごみのリサイ
クルをさらに推進する。
②ごみ処理費用を一部負担する可燃ごみ袋の有料
化については、ごみの分別意識が高まり、混入し
ているリサイクル可能な廃棄物の分別が進むと
いった効果が期待でき、減量化対策の一つと考え
られる。
③資源ごみと不燃ごみの収集方式の見直しについ
ては、自治会及び市民に十分意見を聞いた上で検
討するように努め、作成予定の紙用収集袋、容器
包装プラスチック用収集袋については費用対効果
を考える必要がある。

特別委員会報告
　特別委員会は、市の特定の問題について、審査・調査するために設置される委員会になります。主な調査内
容をお知らせします。

市長へ意見書の提出

ウェブアンケート
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袋井市職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
袋井市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について × × × × ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ － ○

○：賛成　×：反対　△：棄権　ー：欠席または除斥 〈議長（戸塚文彦）は、採決に参加しません。〉 

議案に対する議員の賛否
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◇10月20日（第15回）
<協議事項>
1 オンライン会議(研修)について
　市議会におけるICT活用などのために実施した
オンライン会議研修について、今後の活用を見据
えて反省点などを協議した。
2 ICT活用特別委員会意見書案について
　本特別委員会におけるICT活用に関する調査研
究の結果について、市当局への提言などを意見書
にとりまとめるため、その内容を協議した。

◇11月5日（第16回）
<協議事項>
1 ICT活用特別委員会意見書案について
　第15回の協議結果を反映した意見書案につい
て協議した結果、最終調整のうえ、11月9日に議
長、市長へ提出することとした。
2 袋井市議会委員会条例の一部改正について
　市議会の委員会におけるオンライン会議の
実現を目指し、条例の一部改正について協議し
た。

◇12月10日（第17回）
<協議事項>
1 袋井市議会委員会条例の一部改正について
　第16回の協議に基づき、市議会の委員会にお
けるオンライン会議実現に向けて課題となる内
容を再協議した結果、11月市議会定例会最終日
に本特別委員会から袋井市議会委員会条例の一
部改正について議案提出することとした。

★11月9日に「袋井市ICT活用に関する意見書」を
議長、市長に提出した。
　少子高齢化や人口構造の変化に対応するため、
65歳以上の高齢者人口が最大となる2040年頃
には、自治体が従来の半分の職員数でも本来の
機能を発揮できるよう行政のデジタル化が求め
られている。また、コロナ禍にあってデジタルを
活用した価値の創造や新たな生活様式が一層求
められている。こうしたなか、ICT活用特別委員
会は、さまざまな政策課題などに対する解決手
段として活用が期待されるICTに関して調査・研
究を重ね、市当局への提言などをとりまとめた意
見書を提出した。

【意見書の主な内容】
①低コスト・省電力で広域通信ができる「LPWA」
や「IoT（モノのインターネット）」の技術を活用
した河川水位観測等システム、地域見守りシステ
ム、水田の水管理システムなどの導入・利活用を
推進すること。
②「メローねっと」のさらなる普及やスマートフォン
利用を基本とした情報配信システムによる市民へ
の積極的な情報提供、市役所窓口に来なくても
各種申請が可能となる電子申請などを推進する
こと。
③教育のICT環境の整備を図る「GIGAスクール構
想」を早期に実現し、効果的な活用に努めるとと
もに、将来の端末等入替時の財政負担の軽減に
努めること。
④今後、健康保険証や運転免許証としての利用が
見込まれるマイナンバーカードについて、市民に
対してセキュリティ上の心配を解消するなど、丁
寧に説明し普及を推進すること。
⑤人間がパソコン上で行う定型的な業務を自動化す
るソフトウェアロボット「RPA」について、本市初
の導入事例となる保育所入所申込事務の結果を
検証し、他業務への普及に努めるとともに、人工
知能「AI」など、他のシステムとの連動によるさ
らなる業務の効率化に努めること。

　その他、近い将来普及が見込まれる「今後の
ICT」や新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
「新たな日常への対応」などについて、また、行
政のデジタル化に伴う情報格差が行政サービス
を受ける機会の損失につながることが懸念され
ることから「デジタルデバイド（情報格差）解消」
に対する提言も行った。

市長へ意見書の提出　

  No.77 ◆  R3.2.111



TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／令和3年2月1日〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1 植物油インキを

使用しています

　子育てサロンの「議員と話そう」に参加し、
50年ほど前は保育所がほとんどなく、あっても
「１歳半からの保育」「通常16時までの保育」
「一人の収入の大半に相当する高い保育料」など
大変だった保育環境のことや、市議会への保育料
引き下げの請願運動などを思い出した。
　これまでに改善されてきた保育環境は、「ポス
トの数ほど保育所を」「産休明け
からの保育を」など声を上げ運動
し、「勝ち取ってきたもの」だ。
　さらなる改善のため、声を上げ
運動し続けてほしい。

運動で「勝ち取ったもの」運動で「勝ち取ったもの」

（広報委員：浅田二郎）

民生文教委員会と袋井市文化協会
（10月28日）
　「魅力ある袋井市文化協会の活動維持に関する
要望書」が提出され、意見交換を行った。
【活動目的】
　地域文化の振興と発展のため、まず一人一人が
それぞれの分野の文化活動を楽しみながら、人と
人とをつなぐ文化活動を行うことで、愛あふれる
まちづくりを目指している。
【課題】
◆袋井市文化協会へ加入してもらう努力はしてい
るが、高齢化により会員が減少している。市民
文化祭や自主事業などを行っているが、各種事
業の活動維持が困難になってきている。
◆市民文化祭をメロープラザで実施しているが、
備品のパネルだけでは足りないため、コミュニ
ティセンターより借用している。会員の高齢化
が進み、交通事故や怪我などのリスクもあるた
め、作品展示方法が課題である。

民生文教委員会と袋井市子ども会育成連合会
（11月10日）

　活動内容と課題について意見交換を行った。
【活動目的】
　時代を担う子どもたちに、異年齢集団での体験を
通じて「他人に学ぶ・自ら学ぶ」力を育むための
「時間・空間・仲間」を提供すること、そして次世
代の子どもたちを育成する「育成者」を養成するこ
とを目的としている。
【課題】
◆袋井市子ども会育成連合会に入っていなくても、
子ども会活動はできるし、地域に根付いた活動も
できる。これからの時代に合った活動がどんな形
なのかを、いろいろな場でいろいろな意見をもら
い、答えを探している。
◆袋井市子ども会育成連合会から抜けた子ども会の
意見としては、役員をやりたくないという声が多
かった。しかし、危険予知講習会が出来る組織
は、子ども会だけとなっている。子ども会が消滅
すれば、子どもたちの安心・安全に対する意識行
動をやめることになる。

開かれた議会、市民により身近な議会　～意見交換会を実施～

２月市議会定例会のお知らせ

No.77

思いや願いを、声に運動に

市役所5階議場及び各委員会室
午前9時から
２月22日（月）開会、議案の説明
３月 ２日（火）市政に対する一般質問
　　 ３日（水）市政に対する一般質問
　　 ４日（木）市政に対する一般質問
　　 ８日（月）議案の審査（常任委員会）
　　 ９日（火）議案の審査（常任委員会）
　   10日（水）議案の審査（常任委員会）
　   11日（木）議案の審査（常任委員会）
　   22日（月）委員長報告～採決、閉会
　　　　　　　　　　　　※変更する場合もあります


